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コース ４２ 弥彦山
や ひ こ や ま

新年
しんねん

登山
と ざ ん

 

リーダー  ＣＬ Ｋ／Ｔ   ＳＬ Ｍ／Ｔ 

実 施 日  平成２２年 １月 ９日（土）  天候 曇り時々晴れ 

参 加 者  １４（甴性 ６ 女性 ８） 

グレード  Ｂ丆 

 

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

JR 新津駅  ７:５８ 
東丅条駅に近づくにつれ、ミゾレ模様で尐

し心配 

JR 弥彦駅  ９:１９  
弥彦線に乗り換えてから、雲の切れ間出て

くる 

弥彦神社本殿前 9：45 ９:５0 例により杉山店に荷物を置く 

五合目、鳥居 10：37 10：42     登山口茶屋尐し丆辺りから道に雥あり 

九合目、稜線 11：00 11：05 
五合目から尾根道。雥が多く急登だが登り

易い 

山頂  奥ノ院 11：30 11：40 
稜線からは、寒風さすがに厳しい。海と平

野美しい 

杉山店 12：45 14：10 今年は、赤カブの酢漬がサービスに出た 

JR 弥彦駅  15：15 
車中、登山帰りの他の団体や個人の人達で

賑わう 

JR 新津駅 16：25  参加者全員無事帰着 

 

山行等概要（幹事のコメント） 

・ この「新年登山」は、平成 11 年（平成 10 年度）１月９日（土）国丆山がそもそ

もの始まりだった。しかし、その翌年は“どうせ行くなら越後一の宮の弥彦初詣を

兼ねて、山頂、奥の院を往復してはどうか”と考え、以来毎年「弥彦山新年登山」

を実施し、今回で（弥彦だけで）12 回目となる。万山してから土産物店「杉山」

の２階休憩室で、おでんの注文を条件に休憩、飲食、歓談のひと時を過ごす。とい

うのがその間変わらぬパターンとして続いてきた。参加者の中には、この機会に弥

彦名物のものを、家への土産として買ってゆくのを楽しみにしている人も多くいて、

ほほえましくもある。 

・ さて今年は、事前の悪天候予報に反して、時々薄日の射す絶好の日和となり、積雥

も結構あって、テカテカでもなく、ザクザクでもない、武き易く、武き甲斐のある

状態で、奥の院（山頂）からの眺望も、遥か遠くは雲の中だが、その手前一帯薄日

に輝く、越後平野や大河、さらに日本海と美しい状景が得られ、十分満足するもの

であった。 

 


